
長野県 PTA連合会子育て委員会・安曇野市 PTA連合会家庭共育委員会 共催 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日  時：令和３年１０月２３日（土）１３：００～１５：３０ 

参加人数：５９名（郡市保護者代表１１名 県ＰＴＡ役員・１４名  

安曇野市 PTA ３４名）     

開催趣旨：PTA会員相互の対話を通じて、子育ての悩みや不安の解消、PTA活

動等の情報交換、共有を行うなかで、子どもたちが変化の激しいこれ

からの社会を生きるための「生きる力」を育む家庭教育の充実の在り

方について学ぶ機会とする。 

～健やかな成長の基盤となる『食』に焦点をあてて～ 
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～令和３年度「陽だまり懇談会」を終えて～ 

 

昨年に続きコロナ禍において、今年度は早くから安曇野市ＰＴＡ連合会の皆さんと共同開催の実現に

むけて協議を進めてきました。昨年共同開催ができなかった教訓も活かしながら、コロナ禍においての

リスクを考え、オンラインでの共同開催という初めての試みに挑戦をしていただき、素晴らしい充実し

た内容の「陽だまり懇談会」を開催することができました。安曇野市ＰＴＡ連合会の向山会長、同会家庭

共育委員会三井委員長はじめとする安曇野市ＰＴＡ連合会の皆様には大変お世話様になりましたことに

心より御礼を申し上げます。 

 

今年の子育て委員会では「子どもたちの生きる力を育む家庭教育」を基本方針として、「知・徳・体」の

中でも、体・健やかな体作りに必要『食』に焦点をあてて、オンデマンド配信と陽だまり懇談会～結（ゆ

い）カフェ～の 2 部構成で事業を進めていただきました。1 部のオンデマンド配信では「生きる力を育

む家庭教育」について学び、長野県食育協会の田中雅子先生を招いての座談会では、私たち保護者にとっ

て子どもたちにも学ばせたい『食』の知識を深めることが出来ました。第 2部の陽だまり懇談会～結（ゆ

い）カフェ～では、共催だからこそ実現した 60 名近い参加者と 14 のグループに分かれての懇談会が

Zoom の機能を用いて開催されました。コロナ禍において、家族の大切さ、家庭教育の重要さが高まる

中、各ご家庭で身近な『食』に関しての取り組みや工夫していることなどが話し合われ、懇談会も盛り上

がっておりました。懇談会の開催趣旨には、変化の激しい社会を子どもたちが生きていくための「生きる

力を育む家庭教育」の充実を図って行くために、私たちができる事の模索や情報の共有をすることが謳

われております。そんな意味からも、生きていくうえで最も大切な『食』に関して学び、充実した内容の

懇談会が開催できたと思います。 

 

 また本年度当会の活動方針でも挙げている「ＳＤＧｓ」（持続可能な開発目標）に関しても『食』の観点

から懇談もしていただきました。「食品ロスが無いように心がけている」「エシカル消費に取り組んでい

る」「そもそも食品ロスは我が家にはない」など既にＳＤＧｓに取り組まれている会員の皆さんも多く、

私自身刺激をいただきました。その中で印象深かったのは「これってＳＤＧｓだよねー」と子どもたちか

ら生活の中でお話があるということでした。学校ではＳＤＧｓも学ばれております。私たち責任世代も

このＳＤＧｓに関して、もっと学びを深め活動をしていかなくてはいけないと感じたところです。 

 

今回の陽だまり懇談会の内容を、より多くの会員の皆様にも提供したいと考え、ＨＰ上には YouTube

チャンネルにて動画の配信をしております。是非ご視聴をしていただき、「子どもたちの生きる力を育む

家庭教育」に関して共に学んでいただければ幸いです。 

 

最後になりましたが、参加していただいた皆様、そして松田委員長中心として担当していただいた子育

て委員会の皆様に感謝を申し上げます。本当にありがとうございました。 

令和 3年１２月吉日 

長野県ＰＴＡ連合会  

会長 熊谷 弘 
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～参加されたみなさまへ～ 

 

お忙しい中、陽だまり懇談会【オンライン懇談会】にご参加いただき、また、皆さまのご理解とご協力

のもと、無事に開催できましたこと、心より御礼申し上げます。 

コロナ禍により生活様式も変化し、当たり前の日常ではなくなった今、改めて子どもたちが変化の激し

いこれからの社会を生きるためには、まず一番は「健やか体」で元気に毎日を過ごすこと、と思います。 

今回の陽だまり懇談会では、「家庭教育」の中でも『食』に焦点をあてて意見を共有いたしました。 

 

第一部オンデマンド配信の座談会では、田中雅子先生より『食』について、旬の野菜、朝食、お米と味

噌汁について詳しくお聞きし、また食事の時間は「会話」がおかずになるというお話も心に響きました。 

第二部のオンライン懇談会では、皆さんのご意見を伺うと、忙しい中でも、毎日の食事の工夫や、子ども

たちの『食』への関心、興味を持たせる、伝えていきたい事などの思いをお聞きして、頑張っているな～、

思いは皆さん一緒だな～と、嬉しくなりました。 

日々追われている生活の中で、これでいいのだろうか？どうしたらいいのだろう？疑問や不安、相談し

たい事などあると思います。コロナ禍で保護者同士の交流も少なくなり、情報交換の場も減ってしまい

ました。今回の陽だまり懇談会はオンラインで開催し、対面とは違い、話すタイミングや操作の仕方など

慣れない部分はありました。しかし、皆さんが和気あいあいと懇談する姿を見て、オンラインであっても

ＰＴＡ活動として、このような場は必要だと改めて感じました。今回は安曇野市ＰＴＡ連合会の皆さま

と共催ということで、安曇野市のお弁当の日や色々な素晴らしい取り組みを知ることができました。ま

た、安曇野市ＰＴＡの皆さまも、長野県内各郡市ＰＴＡの様子を知る良い機会になったと思います。 

 

コロナ禍でも、子どもたちは前へ向かって頑張っています！私たち保護者も、今できることを、家庭・

学校・地域と繋がりあって「結」の心で、愛する子どもたちの幸せのために頑張りましょう！ 

 

最後に、陽だまり懇談会を開催するにあたり、準備等々ご協力頂きました、安曇野市ＰＴＡ連合会 向

山会長、本部役員の皆さま、同会家庭共育委員会三井委員長、長野県ＰＴＡ連合会 熊谷会長、副会長、

子育て委員、事務局の皆さまに、心より感謝申し上げます。 

参加者の皆さまには、私の不慣れなＺｏｏｍ操作で進行がうまくいかず、ご迷惑

をおかけ致しました。 

しかしそんな時、皆さんがニコニコ笑顔で温かく見守ってくださいました。 

そして不安と緊張も和らぎました。あの温かい雰囲気、笑顔一生忘れません。 

 ありがとうございました。 

                令和３年１２月吉日 

長野県ＰＴＡ連合会   

子育て委員長 松田愛絵 
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～安曇野市ＰＴＡ連合会より～ 

 

オンライン上ではありましたが、陽だまり懇談会が開催できたこと嬉しく思っております。他の

郡市 PTAの方とお話しできたグループ別懇談会では、テーマは同じでしたが、やはり話された内容

はそれぞれでした。しかし、「子どもたちのために」という思いは同じでしたね。「生きる力を育むた

めに」＝子どもたちに伝えていきたい・一緒にやろうと工夫している皆さんの姿が伺われました。

食が細い子・自分の好きな事（必要な事）のために食べようとする子（筋肉をつけるため・便秘改善

のため）・たくさん食べたい子・アレルギーや好き嫌いがある子。いろんな子がいるが、何でもいい

から、口から食べよう！と子どもと一緒に作ろう・育てよう・食べよう・参加しよう！と日々奮闘さ

れている皆さんに共感したり、感化されたりしました。一緒に見たり作ったり、話題にしたりする

もの good！と、形は様々でも「生きる力を育むために」と行っている思いは同じです。その姿を子

どもたちに見せたり、一緒に参加したり、話題にしたりしていく中で、子どもたちも育んでいって

くれたらな～と改めて思った陽だまり懇談会でした。 

 先生方、長野県 PTA、他の郡市 PTA、事務局、安曇野市家庭共育委員会の皆様のご協力に感謝

申し上げます。素敵な時間をありがとうございました。 

安曇野市家庭共育委員会 委員長 三井友佳里 

 

 

 

 

第一部【オンデマンド配信】   長野県ＰＴＡ連合会 YouTube チャンネル 

セッション１）委員会プレゼンテーション 

・趣旨説明                               

 ・「生きる力」を育む家庭教育について 

       長野県ＰＴＡ連合会 子育て委員長 松田 愛絵 

【内容】第二部に向けて、「生きる力」を育む家庭教育、一番の基礎

となる『食育』、『食』に関わるＳＤＧｓなどについて、PowerPoi

ntでプレゼンテーションを行いました。 

 

セッション２）座談会 親も子も学びたい「食」の知識          

ＮＰＯ法人長野県食育協会 理事・評議員・食育指導士 田中 雅子さん 

                   長野県ＰＴＡ連合会子育て委員会 委員長  松田 愛絵 

 安曇野市ＰＴＡ連合会   

    長野県ＰＴＡ連合会子育て委員会 副委員長  西村 京子 

【内容】旬の野菜について、朝食の重要性、お米や味噌汁はなぜ 

良いか？ 親も子も、ぜひ知ってほしい、学んでほしいと思い、 

田中雅子先生よりお話をお聞きしました。 
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第二部【次第】 

セッション１）開会行事       

①開会の言葉  ②ＰＴＡの歌 ③熊谷会長挨拶 ④本日の予定・趣旨説明  

セッション２）研修会１                             

セッション３）研修会２ グループ別懇談会～結（ゆい）カフェ～       

セッション４）閉会行事                           

         ①総評 ②振り返り ③閉会の言葉 

 

◆ 研修会１ 

  それぞれのテーマでは、PowerPointを使い、プレゼンテーションを行いました。 

①「生きる力」を育む 家庭教育について 

～健やかな成長の基盤となる『食』に焦点を当てて～          

②コロナ禍におけるＰＴＡ活動  

～令和３年度１６郡市専門委員会の活動計画～    

長野県ＰＴＡ連合会 子育て委員会委員長 松田愛絵 

   参加者の皆様に事前にご協力頂きました、アンケートをもとに 

      説明致しました。 

③安曇野市ＰＴＡ連合会家庭共育委員会の活動の様子  

安曇野市ＰＴＡ連合会 家庭共育委員会委員長 三井友佳里 

 

④アイスブレーキング・ワールドカフェの説明＋グループ懇談会～結（ゆい）カフェ～の紹介 

                     長野県ＰＴＡ連合会子育て委員会 山本美帆 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 研修会２ グループ懇談会～結（ゆい）カフェ～ 

   ブレイクアウトルーム機能を使い、１グループ３～４人ずつ１４グループに分かれて、ホスト役 

    は県 P子育て委員、常任理事（副会長）、安曇野市 P本部役員で、グループ懇談会～結（ゆい）カ 

    フェ～オンラインバージョンを行いました。 
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①アイスブレーキング（自己紹介） 

   参加者の皆さまに、自分の一番好き（お気に入り・おすすめ）な、お菓子・デザート・おつまみ 

   フルーツなど、現物をご用意いただき、各グループ内でご紹介頂きました。 

 

  ②グループ懇談会～結（ゆい）カフェ～ 

  テーマ① 子どもたちの「生きる力」を育むための『食』について、どんなことを学ばせたい、学ん

で欲しいでしょうか？『食』への関心、興味を持たせるにはどうしたらよいでしょうか？ 

コロナ禍で、子どもたちが家で過ごす時間が増えているご家庭が多いと思います。この機会をチャ

ンスと捉えて、日々の生活の基盤となる「食」について考えました。食べることは生涯にわたって続

く基本的な営みです。子どもはもちろん、大人になってからも「食」は重要です。健康的な食のあり

方を考えるとともに、家族や友達と一緒に食事や料理をしたり、食べ物の収穫を体験したり、季節や

地域の料理を味わったりするなど食について学ぶことを通じて、子どもたちに将来に生きる力を身

に付けさせたいと考えます。皆さんの家庭での様子やお考えをお聞き致しました。 

 

テーマ② ＳＤＧｓに関連して、食品ロスや残食をなくすために、家庭でどんなことができるでし

ょうか？ 

学校では、子どもたちも積極的にＳＤＧｓについて学んでいます。私たち保護者も意識していかな

ければと思います。家庭での食品ロス削減や、残食をなくすためにどんなことを意識して、お子さん

にもどう伝えていきたいか、皆さんのご家庭の様子やお考えをお聞き致しました。 

テーマ③ まとめとして 

生きる上での基本であって、家庭教育においても一番の基礎となる「食育」に関して、各郡市ＰＴ

Ａ，各単位ＰＴＡにおいて、子育てに関わる委員の皆さまが今後どのように伝えていきたいかご意見

を頂きました。 

 

              🍄 今回の陽だまり懇談会の目的 🍄 

昨年より続くコロナ禍や、新学習指導要領などにより子どもたちを取り巻く教育環境は大きく変わっ

てきています。そのような中で、私たちも家庭教育の重要性を再認識し、新しい教育の方向について学

んでいく必要を感じます。子どもたちが変化の激しいこれからの社会を生きるための「生きる力」を育

むためには、パワー溢れる元気な体、健やかな成長が大事だと思います。 

   そこで本年度陽だまり懇談会では、生きていくうえで重要であり、毎日欠かすことのできない『食』

⇒『食育』について、改めて皆さんと考え、悩みや意見交換をする懇談会を目的と致しました。当た

り前のことですが奥の深い『食』に関して、情報を共有して、今後の PTA活動や家庭教育に生かし

ていただければ幸いです。 

また、今回の陽だまり懇談会の PowerPoint でのプレゼンテーション、オンデマンド配信の座談

会、様々な長野県ＰＴＡ連合会より発信しております動画が、ホームページから YouTube でご覧

いただけますので、ぜひご活用ください。 

 

次のページより、テーマごとに皆さまのご意見をまとめました。 
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テーマ 1 子どもたちの「生きる力」を育むための『食』について、どんな

ことを学ばせたいか？学んで欲しいか？『食』への関心、興味を

持たせるにはどうしたらよいか？ 

【家庭で】 

・普段食べているものがどのように育ち、食卓に上がるまでの過程を見ることで、食への関心、 

感謝の心を育てる。 

・食べる→命のありがたさ、素材の命を頂く大切さを学ばせたい。 生産者への感謝。 

・食はコミュニケーションの場として大切。学校は黙食になっている今だからこそ、家庭こそ家族の繋が

りを大事にしたい時間。 

・とにかく食べよう！ そのために…子どもと一緒に作ろう・育てよう・食べよう・参加しよう 

・できるだけ家族で一緒に食事をする。 

・食べる事＝自分の体づくり、きちんとした食事をとることで、健康な体が作られることを日々の食事の

中で伝えたい。 

・朝食は一日の始まりにとって大切なのできちんと食べるように、前の晩から食べ過ぎない、早寝早起き

の習慣をつくる。 

・お腹がすいたという感覚を大切に。夕食を早く食べる。間食はしない（下校後のおやつは少なめ）。 

・食は『生活の一部であり一日あるいは一年のサイクルの中の一つ』と考えている 

食事＝作る→食べる→活動する→作る・作物＝種まき→収穫→食べる（消費）→土作り→種まき 

一日、一年の生活の流れの中に食があり、『食べる』という事だけで特別ではない。 

・「食」を通じて家族とのコミュニケーションをとり、「食」への関心、興味を持てる様に誘導したい。 

・美味しそうに食べてくれることが料理を作るモチベーションになり、家族で食べる楽しさを共有する。 

・休日の父親がつくる食事は、子どもたちも喜び「おいしい」の言葉を聞く事ができる。この「おいしい」

という言葉は魔法の言葉で、また作ろうという気持ちになるので何度でも聞きたい。普段から「おいし

い」の言葉を伝える事は大切。 

・家庭で当たり前に学ぶと思っていたのに、思っていることが当たり前でない部分がある。 

・親自身が忙しさのあまり食に関心が無くなってきている。親として見本となるように再度認識したい。 

・野菜をとるのに野菜ジュースもいいけど、きちんと食べて味わってほしい。 

・意識して伝えなくてはいけない事もある。 

・お休みの日は、日中はたくさん動く。 

・おせちやおやきなど家庭の味を知ってもらう。 

・［食］→人＋良 人（体）は食べたもので作られる 

・共働きで忙しいが、家族一緒に食べることで幸せを感じる。 

・家庭でお茶を急須で入れなくなり、子どもたちは入れ方を知らない。 

・食というのは親の姿を見ながら、日々の生活の中で学んでいる。 

・器や箸の持ち方など、マナーについて学ばせたい。大勢で会食をする機会が減った為、マナーを学ぶ場

が減っている。恥ずかしい思いをしない為にも、しっかりとした会食マナーは教える必要がある。 

・食が細い、自分の好きな事（必要な事）のために食べようとする（筋肉をつける、便秘改善）、たくさ
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ん食べたい、アレルギーや好き嫌いがある、いろんな子がいるが、何でもいいから、口から食べよう。 

【料理を作る】 

・お弁当の日→子どもに１品作ってもらう、ご飯を炊いてもらう、おにぎりをにぎってもらうなど。 

・自宅でお弁当の日→買い物を子どもにしてもらい、自分で考えて作ってもらう。 

・栄養素を知ってほしい→動画を使って子どもと一緒に料理をする。 

・食に興味がない。作る事は好きだけど、食べる事には興味がない。野菜の区別がつかないので、 

嫌いな野菜は、細かく刻んでカレーやお好み焼きに入れる。ホットプレートで皆で楽しくご飯を

作って食べる。普段やらない事をやると興味が出る（釣った魚を調理するなど）ご飯を作る過程を

見せる。 

・季節行事での食（ちまき、おせち等）を一緒に作りながら、食べながら、食の意味や願いが込められて

いる理由など話す事で興味を持ってもらいたい。 

・お手軽レシピ、サイトを紹介する（ワタナベマキさんの料理レシピは簡単でお薦め、特に肉まん） 

一緒に見たり作ったり、話題にしたりするものＧｏｏｄ。 

・一緒に調理する事で料理に対して愛着が沸き、残さず食べてくれる。 

・自分でつくる事で、いろんな感謝の気持ちが芽生える。 

・釣りが好きで、釣った魚をさばいたりして子どもたちも料理に参加している。 

・おやつを手作りのお菓子にする。 

・あえてあまり好きでない料理を一緒に作る。 

・毎日ごはんを用意する（ケンカした次の朝なども） 

・好き嫌いがないように、調理法を工夫するなどして摂取を気にしている。 

 

【学校・地域・体験】 

・家庭菜園、農業、魚のさばき方など、世話や収穫といった体験。 

・ボランティアを活用し、講演などを行う。 

・祖父母との交流により食べ物の大切さを学ぶ。 

・三郷小は、３年生「リンゴ学習」、５年生「合鴨農法」という米づくりを体験学習していて、最後に合

鴨もしめて食べている。これについては賛否両論あるが、家では食事のたびに説明するのは難しく、

そのような貴重な体験を学校でできてありがたい。 

・家が農家、夏休みの自由研究に「はつか大根が育つまで」というテーマで取り組んだ。学校の課題で食

品を取り扱うのもよい。 

・学校で学習として学んだことが生きている。学校で食品群を教わった子どもが、自分でバランスよく食

べようと意識するようになった。 

・保育園の時から、身体を使える為に大切な食について、勉強を行っていた。色分けしたボールなどを栄

養素に見立て、そのボールを箱に入れ、色のバランスを見せて、栄養の大切さを教えている。 

・家が農家で、家族で仕事をしているため、食品として出荷するまでの過程を見ている。野菜を作るのが

どのくらい大変かを見せるようにしている。 

・季節の行事を大切に子どもと一緒に料理をしたり、伝統行事についてお話をしたりする。 

三九郎の繭玉づくり、クリスマスなど、繭玉は子どもたちと楽しく作ることができると思うが、最近
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は三九郎に参加すると繭玉を作ってくるお宅が少なくて残念（マシュマロやウインナーを焼いている） 

 

テーマ２ ＳＤＧｓに関連して食品ロスや残食をなくすために家庭ではどん

なことができるか？ 

 

【食材】 

・スーパーで陳列棚は手前から取っていく。 

・買い物に行く前に冷蔵庫をのぞいてから行く。 

・買いすぎに注意し、おすそわけなどをする。 

・賞味期限は気にしない。 

・お腹が空いている時は買い物に行かない。 

・冷蔵庫の中にあるものを使って料理する（ネットの料理サイトを利用） 

・一週間の献立を考えて買い物に行き、余分な食材を買わないようにする（1 週間の家族のスケジュール

を確認しながら、献立をつくる、忙しい日は簡単にできるメニューにする、毎日のメニューを考える時

間を節約） 

・フードバンク、フードドライブを活用する。 

・食品は、食べきれる量やサイズを購入する。安さに負けて大容量の物を買わない。 

・残った食材を「クックパッド」などで、その食材でできるメニューがでてくるのでよく利用している。 

・買いだめをしない。 

・スーパーなどで見切り商品があるが、それを有効に活用している。 

・ＭＳＣ、ＡＳＣ認証マークの物、カーボンＯＦＦセットの物を購入。 

・買い物の際、消費期限が短いものを意識的に購入。 

・いつもの物を使う、選ぶ（冒険せずにあっ、この味ちょっと、という事がないから使い切れる） 

・聞いたことのないスパイスや調味料を、子どもが YouTubeを見て購入したり、アレルギー対応食を作

るために購入（学校給食で対応できないので、献立表を見てそれっぽく作る際に購入する材料、それだ

けのために購入）したものは、残った際使い道に困る⇒対応策…話している中で解決策が出て、使い切

るために、料理名からネット検索せずに、調味料や食材名から検索して、料理に使うのもいいかも 

⇒お試しサイズの「お試しパッケージ」が出ればいい。 

・野菜は家庭でほぼ賄えるので、肉や魚を購入、冷蔵庫の肉や魚がなくなるまで買い物に行かない。 

・レジ袋持参。 

 

【料理の工夫】 

・自分の食べられる量を盛り付ける。 

・少しずつよそう（ご飯など）、自分でよそう。 

・冷凍をしない（結局食べないままという事がある） 

・残った野菜などはお味噌汁やお好み焼き、野菜炒めなどにして使い切る。 

・おかずの種類が多いとご飯が少なめおかずだけ食べてしまうのでご飯、              

味噌汁＋１～２品にしている。➡ 一食で食べきることができることで残菜ゼロに。 
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・素材を生かしたシンプルな味付けにすることで、食材自身のおいしさを感じられるようにしている。 

・好きなおかずだけ出すわけではないので、苦手なものもあるかもしれないが『今夜のおかずはこれだ

け』として食卓に並んでいるもので食べるようにしている。 

・おかずは、一食で食べきれる量を作るようにしている。（最近は食べ盛りの息子２人で足りなくなるこ

ともあり、作る量の目安が変化しつつある） 

・食べきれる量でプレートご飯にして、「この上にあるものはすべて食べましょうね」という形にしてい

て、それを食べて足りなければお替りできるというルール。 

・偏食があっても、「今日は１個だけこれ頑張ろう」と言って食べさせるようにする。 

・野菜、魚を多くとるようにして、料理を工夫し、最近はアジの焼き魚を余ったら春雨とキュウリで酢の

物にすると子供が喜ぶ。 

・残ったものはガラス容器に入れ、目に見えるようにして食べきる、忘れない。 

・家族が苦手な食材は、細かくしたりアレンジ料理にしたりして消費できる様に工夫。 

・好き嫌いで残してしまわないように、調理法で工夫してわからないようにしている。 

・一週間分の献立計画を子どもと一緒に考える。 

・冷凍してお弁当に使う。 

・食べない物、嫌いな物はあえて与えない（他で代用） 

・食べ残しは旦那さんのお弁当に。 

・皮ごと使う 残ったものや皮など畑の肥料にする。 

・おかずを作り過ぎない（種類や量） 

 

【意識】 

・母が作ったお弁当を残さずに食べてくれる。それだけで嬉しい。それは、食を大切にしてくれているし、

作った人のことも思ってくれていると思う。 

・世の中には食べたくても食べられない人がいることを伝える。 

・自分で育てたものは大切に扱い、食べようとする。自分で育てるという経験を持たせたい。 

・正直あまり考えていない。作りすぎないように気を付けている。それで食品ロスはない。 

・先入観をなくす（親が食べないと子どもも食べない） 

・子どもが残したものは自分で捨てさせる。（もったいないという気持ちを持たせる） 

・体を動かす。お腹がすいておいしくご飯が食べられる。 

・普段料理をしない人は何かを食べたい時に材料を揃える思考だが、日々料理をしている人は、今ある材

料から、何が作れるかという思考でまったく逆だということに気づいた。 

・余る事、捨てる事はもったいないという事を一緒に考える。 

・一緒に料理をする事で食べるという事と捨てるという事について考える。 

・家庭ではないが、飲み会時の、料理を残さない工夫や意識を持つ事が大事。 

・１個残す長野県民文化は最後じゃんけんで。 

・食べ物は、命をいただいている事だと意識して伝えていきたい。本「いのちをいただく」を読み聞かせ

てもらった子どもが、食を残さないように意識するようになった。 

・好き嫌いがあると、どうしてもその食材を避けてしまう傾向もあるがバランスを考えて配慮している。 
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【その他】 

・家庭より外食時に残ることが多い。 

・子どもたちが苦手とする野菜もよく食べてくれる。家庭菜園をしているので、新鮮でおいしい野菜（ま

さに旬の野菜）が手に入るから。 

・食品ロスはない。みんなめちゃくちゃ食べるから。 

 

まとめとして  

生きる上での基本であって、家庭教育においても一番の基礎となる「食育」

に関して、各郡市、各単位ＰＴＡにおいて、子育てに関わる委員の皆さまが

今後どのように伝えていきたいですか？ 

 

・安曇野市では「お弁当の日」が定着しつつあるので、お弁当を作る意味、目的をより分かりやすく伝え、

「食」「素材」の大切さを色々な方法で伝えていけたら。 

・安曇野市の手作り弁当の日をまねしたい 

・お弁当の日を通して、作ってくれる人への感謝、作る事は大変だという事を知って、回りへの感謝の気

持ちを持ってほしい。 

・安曇野地域では、お弁当の日という取り組みがされ、こどもが自分のお弁当を作る日がある。 

朝、一番忙しい時に大変だが、こどもと一緒にお弁当をつくる機会は大変有意義だと感じる。 

・家庭での食事が、食だけではなくコミュニケーションとしても大事である事を伝えていきたい。 

・自分がＰＴＡの役員になって初めて市Ｐや県Ｐの存在、このような会議があることを知った。様々な会

議や研修会で得た情報を単Ｐの会員へどのように伝えていけばよいのか思案中です。一緒に学ぶ機会

を増やせれば良いと思う。各家庭に帰って一緒に実施する事で体感してほしい。 

・体を作る上で（食）の大事さを伝える。 

・意識させる、することが大切。 

・食育を教えられる講師の先生を呼んでみる。 

・学校の体験として、農家の見学があればよい。 

・一緒にご飯を食べ、幸せを感じてほしい。 

・ＨＰにレシピや情報を載せ、周知させたい。 

・イベント体験（料理教室。・田植え・稲刈り・家庭菜園） 

・ホームページ、チラシ、YouTubeなどディバイスはなんでもOK。 

・ＰＴＡの活動として、行事の中に食育に関するような講演会等を企画する。 

・親も子どもも食育に関心を持つ環境になれば良い。目の前に出されたものをただ食べるだけではなく、

その料理がお皿に乗るまでの過程を教えていくような学校教育上のサポートも必要なのではないか。 

・食に対して興味があるかないかは大きなことである。食材や美味しいものを話題にしたり、まずは関心

を持たせたい。 

・希望献立を多国籍の外国文化だけでなく、県内の郷土料理を紹介、○○市の郷土料理の日など（食事で

の交流＝お国自慢＝食から県内を知ろう） コロナ禍や今の世代へ紹介して伝えていくには、タブレッ

トを利用して、クラスルームに貼り付けると見やすいのでは。 
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・このような活動をしていることを広めることが大事。 

・最近は SNS関係や、性犯罪の講演会が多いので、「食」についての講演会も開きたい。 

・各学年で農業体験などやっているので、子どもたちは食への関心を持ってきている部分があるから保

護者も一緒に考えたい、田植えなどで食育。 

・親から子だけでなく、子から親に伝えることで子どもの興味を持たせたり、どや顔できたり、親子の会

話の話題提供になったりできる。 

・話したくなる内容を伝えていく、とっかかりやすい内容を伝えていく・親子で参加できる料理教室の紹

介（放課後クラブや家庭科の授業を利用、小規模の方がやりやすい） 

・買い物や料理を共にする事で、日常生活の中から学んでいくよう心掛ける。 

・地域では田植え、そしてできたお米の販売、また大豆の栽培などをして食材の大切さなどを感じられる

事がとてもよいと感じている。 

・農家の体験や、釣りなどの自然を体験することによって職に対する意識が子どもたちに自然にはぐく

まれることもあるだろう。 それができない状況であれば無理をせずに食事のたびに親が食事の大切

さを言葉で教えていくのも大切。 

・農家の多い学校では「家の仕事」の発表など子ども同士での交流、学習ができ、そのような機会は貴重

だと思う。 

・食は毎日の事なので、頑張り過ぎなくてすぎなくていいのではないか。 

時にはお総菜だって利用していい、ただし、そのままではなくお皿に出したりして工夫したり、残り

物をワンプレートにして出しても、食べてくれる。その一手間に、想いがある。 

・食はおなかを満たすだけではない、気持ちを満たすことが大事で、特別なものでなくても、一緒に食

べる事で美味しくなる。 

・楽しく食べる（家族そろって）食べる事の楽しさ伝える（世界中にはいろいろな食べ物がある） 

・ＰＴＡとして学校と連携して、参観日などで子どもと親、一緒に料理を作って食べる、栄養士の話を

聞く場を設けるなど。 

 

 

参加者の皆さまの 
ご意見・ご感想 

 

●「食」の知識や、「食育」に関して、

もっと知りたい事はありますか？ 

・食と心、身体との関係。 

・カルシウムについて。 

・子どもの年齢に合わせた栄養学。 

・食に興味の無い子供はそのままで良いのか。 

・地元ならではの食材について知りたいと思う。 

・栄養面での組み合わせやバランス。(カルシウムをより効果的にとる               

には何が必要とか) 
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・キライな食べ物を『無理やり食べさせる』や 『食べない』ではなく、 いかに工夫して（簡単に）食べ

られる様になるかを知りたい。 食べる事への興味がわくようになってもらうには？（少食なので…） 

・食育とは一体何を指しているかということを知ることも大事かなと思う。 

・食育を通して子供とコミュニケーションの大切さをもっと知りたくなった。 

・家庭間の格差  食への関心に差があると感じています。孤食の子もいたりする。 

・結カフェでも話題になりました。県内各地の郷土食ってどんなものがあるのか。興味が湧いた。 

・SDGｓについての知識が浅く、関連したことをもう少し掘り下げたい。子どもたちと一緒に学びたい。 

・『日本の伝統行事と食』という視点でのお話を聞いてみたいと思う。 

・例えば ゼロカロリーとうたっているコーラなどが実は添加物だらけだという話をきいたことがある

がそういう食品表示のからくりだとか添加物について知識として少し知りたいなと思った。 

・先日訪れた郷土博物館で初めて郷土食伝統食を知った。私自身も食べてみたいし 子どもたちにも伝え

られるよう、ホームページのオススメレシピと同じように「わが町郷土食」というものがあったらと思

った。 九州大学、持続可能な社会のための決断科学センター准教授 比良松先生が、自炊することで

意識と行動が変わると「18 歳からの自炊塾」を書かれている。「自分で作る弁当の日」を読んだことが

きっかけだったとのこと。 共食の大切さも言われていて、機会があれば講演を聞いてみたいと思う。 

・近年、おせち料理離れが進んでいると聞く。日本の四季や冠婚葬祭、年中行事に関連する食文化を子ど

も達に伝承していくには、家庭の働きかけだけでは難しいと考えられる。どのような方法が効果的か？ 

食べることは生命をいただくこと。大地や太陽や雨など、あらゆる生命や自然とのつながりの中で「い

ただきます」という言葉があることを、もう一度、子どもたちと一緒に育めたらいいなぁと思った。 

●陽だまり懇談会に参加されて、どのように感じられましたか？ 

・オンラインでも、和やかな雰囲気を出すよう工夫された会議だった。  

・子供と一緒に！を大切にしようと強く思った。  

・お父さん方の参加が多いとまた様子が違うでしょうね。 

・土曜日ということもあり、家族が家にいるという中でオンラインでの

意見交換は、対面に比べて話しづらいと感じた。 ホストの方は話やす

い雰囲気を作ってくださったし、他のお母さんともせっかくお話しで

きる機会だったので、もう少し活発に意見交換できる環境であればよかったと感じた。 

・上は高校生から下は小学校低学年のお子さんを持つお母さん方と様々な意見交換ができてとても参考

になった。食育に自信が持てなくなっていた時期と重なっていたので、話を聞いて少し自信を取り戻せ

た気がする。 

・食に関して、自分がもっと興味を持たなければいけないと思った。 

・他の地域の方と情報交換できる場は貴重。 

・家庭によって食事の考え方も違っていて、私も取り入れてみようと思った。 座談会の時間が長かった。 

・ブレイクアウトよかった。少人数での雑談形式はリラックス出来て良い。一方、知らない方と話すこと

に抵抗感をお持ちの方には厳しい時間だったかもしれないなと思う。 

ズームでもよいので資料配布だけでなく直接話せる形で継続してほしい。 

・カフェではゆったりと他の方のご意見や考えをお聞きすることができ、とても参考になった。オンライ

ンは場所を選ばす気軽に参加できるところが良いと思う。 
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・はじめてオンライン懇談会に参加し、緊張していましたがとても楽しかっ

た。オンラインなので仕事の合間に参加すること ができて助かった。 皆

さんの意見を聞いて、食育は様々な問題に波及していく大事なことだと改

めて勉強になった。  

・普段、周りとの接点もなかなか無いなかで、テーマに基づいていろんな地

域の方と話ができることがありがたい。食に関しては、特に自分が改善し

ていきたいと思うことだったので非常に参考になった。  

・とても心地よく参加させていただきました。 結カフェでは、皆さん悩みながらも工夫をされていて、

お子さんとの関わりをとても大切になさっているご様子に、良い刺激を受けた。西澤先生の「食卓で心

を育てる」お話には、ドキリとしました。確かにその通りだと。 

・それぞれのご家庭で、それぞれの問題を抱える中、それに対して解決・工夫しようとする母親としての

姿が伺え、自身も頑張ろう!と思えた。 また、ざっくばらんに話す中で、こうしたらいい、あーしたら

いいかも！ソレイイネ!と言う案もでて、楽しく勉強になった。 感染の心配もなく、また、まわりのグ

ループの様子がわからない分、気を取られず、意見も左右されず、個々の思いが聞けたのがよかった。  

・食育とは栄養面が大事なのはもちろんですが、食事時間を通して子  供とのコミュニケーションを

とって親子共々、心も育てていく事ができる場であるという事を改めて気付かされ、とても良い機会に

なったと思う。  

・子育て世代の方とお話して、子どもが大きくなるまでに必要なことを改めて考える機会になった。人の

話を伺うって良いものだと思った。学校の役員としての参加でしたが、緊張しながらも楽しい時間を過

ごすことができた。 

・食育について、皆さんが生活の一部として取り組んでいて素晴らしいと感じた。 栄養も大事ですが、

心を育てる食事、食育に視点をおいて家族と過ごしたことはなかったので、重要だと言うことに気がつ

けて大変 勉強になった。 

・子供の朝食など自分の子供はなかなか食べたがらないので皆さんどうしてるかお聞きしたら自分と同

じ感じだったりと安心するところもあった。 食肉がどのようにして自分の家まで届くのかなど命をい

ただく授業などもあっていいかと思った。 

・オンラインでしたので、意見を言うタイミングなど難しさもありま

したが、皆さんの悩みに共感できる事もあったり、参考になる事があ

ったり、とても有意義な時間だった。 

・少人数の懇談会は意見が出しやすく、和やかに出来て良かった。 他

のグループの話が知りたい。 

 

・コロナ禍でオンラインでの懇談会が開催できた事は良かったと思う。オンラインの利点として今回の

ような大規模な集まりになると、会場の確保、会場までの移動などが軽減される事はとても良いと思

う。 しかし、直接話が出来たのはグループ内の数名だったのが寂しく感じた。 画面越しなので気楽さ

もある反面、話の盛り上がりにかけるような、譲り合ってしまうような場面もあったかと思う。 グル

ープ内だけではあったものの、皆さんの実情を聞けた事は有意義でしたし、励みになった。  
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・役員にならなければこの『陽だまり懇談会』、長野県 PTA 連合会や子育て委員会の存在を知らないま

まだった。  コロナ禍で顔を合わせての懇談会が難しい中、Zoom で懇談会ができ、同じ子育てをす

るお母さん方と話ができた事、とてもいろいろ参考になった。『家でもやってみよう』と思うことがい

くつもあった。  

 

   たくさんの貴重なご意見・ご感想・そしてこの他に、役員へのねぎらいのお言葉も頂き、感謝申し上

げます。頂いたご意見を参考に、今後も皆さまのお役に立てるよう、情報を発信し、懇談会・研修会な

ど進めて参りたいと思います。また、長野県ＰＴＡ連合会 YouTube チャンネルで、陽だまり懇談会他、

たくさんの動画をアップしておりますので是非ご覧ください。 

今後ともご協力の程、宜しくお願い致します。 

 
 

～ご紹介～ 

陽だまり懇談会閉会行事での総評で、長野県ＰＴＡ連合会 教師理事 須坂市立森上小学校   

校長 西澤 真一先生のお話での資料を頂きましたので、ご覧ください。 
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